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図　電磁波検出による部分放電発生源の標定概念

　磁気浮上式鉄道用地上コイルは，長期間の屋外使用に加

え膨大な数が対象となるため，安価で信頼性の高いものが

要求される。特に推進系コイルでは，特別高圧機器として

の絶縁安定性が重要となる。一方地上コイルは，巻線コ

電磁波検出による地上コイル内部欠陥
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在化する可能性が考えられ，結果的に絶縁安定性を損なう

恐れがある。

　本論文では，地上コイルのモールド内部に人工的模擬欠

陥を設け，当該箇所で生ずる部分放電に伴い発生する電磁

波を効果的に検出することにより，内部欠陥の有無と欠陥

位置を標定する絶縁診断手法に関する検討を行った。その

結果，電波干渉計システムによる電磁波検出が効果的であ

り，地上コイルの現地運用における絶縁診断手法として，

大きな可能性を有するものと考えられる。
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